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特集:都 市人類学の再構築

鈴 木 榮 太 郎 論

「辺境」の位座か らみた社会学原理の構築

阿久津 昌三

1.は じめに

 鈴木榮太郎 は、『日本農村社会学原理』『都市社会学原理』『国民社会学原理(遺 稿)』 とい う三

っの社 会学原理 を構築 しよ うとしたこ とは周知の事実 である。鈴木榮太郎の社会学原理は、社

会学 では 「農村」 「都市」 「国民」 とい うテーマ別 に、農村社会学、都市社会学、政治社会学 と

い う領域社会学 によって学説 史的 に検討 され るのが一般的であ る。 しか しなが ら、鈴木 榮太郎

が 「農村」 「都市」 「国民」の三層構造において総合的な社会学理論の体系化 を図ろ うとしたこ

とは論 じられていない。

 鈴木榮太郎は、1947(昭 和22)年 に北海道 大学法文学部教授 に就任す るが、その年 に行 った 「社

会学概論」の講義 内容が 『社会学概論(遺 稿)』(北 海道 大学法文学部社会学講義 集録)と して残

され てい る。 これは、斉藤兵市が講義 を筆記 して、笹森秀雄が1981年 に20部 コ ピー した もの

である。この章立ては、第1章 「緒論」、第2章 「社会学の対象」、第3章 「社会科学 と社 会学 」、

第4章 「社会本質論の問題性」、第5章 「社会統一体の成立」(第1節 「序説 」、第2節 「結合成

立の条件」、第3節 「社会的結合」、第4節 「結合の組織化の過程」、第5節 「行動雛型 と社会意

識」)か らなる。 これ が出版 され たな らば、高 田保馬の 『社会学概論』(岩 波書店、初版1922

年、改訂版1950年)、 戸田貞三の 『社会 学概論』(有 斐閣、1952年)と ともに、『社会学概論』

の三部作 が世に出た ことになる。

 高田保馬は鈴木榮太郎よ りも11歳 年長 、戸 田貞三は鈴木 よ りも7歳 年長であ るが、鈴木榮太

郎 は 『日本農村社会学原理』 の 「序」で 「戸 田先生は 日本社会 の実言登的研 究者 として何人 も其

権威 を認む るところであるが、私は敷年 來先生の験尾に附 し調査研究を共にす るの幸 を得 て居

る。私は高 田保馬 先生 には直接に師事す るの機會は得なかつ たが、著書を通 じて私 を教 えた学

者 として高 田先生の如 く私 を啓発す る ところ多 き人は外 にはない」(時 潮社、1940年)と 述べて

いる。鈴木榮太郎が、高田保馬、戸田貞三 とい う同時代 の社会学者の影響 を受 けたことは事実

であろ う。 しか し、本稿 は、高 田保馬 、戸 田貞三、鈴木榮太郎の 『社 会学概論』 を比較検討 し

よ うとす るものではない。

 本稿 では、三つ の社会学原理 が どのよ うに構 築 され たのかを鈴木榮太郎の足跡 をた どる こと

に よって検討す るこ とが課題 であ る。つ ま り、鈴木 がた どって きた足跡一壱岐、対馬、東京 、

京都、岐阜、京城 、札幌、東京 とい う場所性一 中心 と周縁の関係 のなかで一 鈴木榮太郎 の社会
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学原理がどのように構築 されるのかを鈴木をとりまく人脈のなかで検討することが課題である。

2。 鈴木榮太郎 の学譜

 鈴木榮太郎 は、1894(明 治27)年 に、長崎 県壱岐郡郷 ノ浦町に生 まれ た1)。 対馬厳原 中学、第
一高等学校 を卒業後 に

、東京帝国大学文 学部 に入学す る。在学 中には、建部遜 吾が主宰す る 『日

本社会学院年報』 に 「国際連盟 に対す る北米合 衆国の真意」 「米国戦後 の軍隊」 「産業的温情 の

実験各種」(第7年 、1920年)、 「社会実測社会学」「旬牙利 の近情」 「基督教 と産業」 「国際主義

に対す る心理学的側 面」(第8年 、1921年)を 発表 してい る2)(第1期 「東京帝 国大学の時期」)。

鈴木榮太郎は 「日本 の コン ト」(「 トンゴ」)を 自称 していた建部趣吾 と反 りがあわな くな り、

卒業を 目前に して社会学か ら倫理学 に移籍す る。

 1922(大 正11)年 に、京都帝国大学大学院(社 会学専攻)に 入 学 し、米 田庄太郎に師事す る。蔵

内数太、 田辺寿利 、秋葉隆た ちと発 足 した東京社会学研 究会3)で は、英国社会学の理論 に関心

を しめ して、1924(大 正13)年 に、J・S・ ミルの学説 につ いて研究発表 を行 ってい る。 この年

に、ホブハ ウスの 『国家の形而上学的学説』(不 及社)を 翻訳 している(第II期 「京都帝国大学の

時期」)。

 1925(大 正14)年 に、岐阜高等農林学校(現 在 の岐阜大学農学部)教 授に就任す る。倫理学 と独

逸語 を教 えるこ とになる。 これ は文部省の督学官であった山内雄太郎の推薦 によるものであっ

た4)。 米 田庄太郎 の饒の言葉に したがって鈴木 は農村社 会学の研究 に励む ことにな る。英米 の

農村社会学 を精力的に読み なが ら『農村社会調査法』(刀 江書院 、1932年)、 『農村社会学史』(刀

江書院、1933年)を ま とめている。これ らの研 究成果 は 『日本農村社会学原理』(時 潮社 、1940

年)と して体 系化 され る。

 鈴木榮太郎 には、社会学関係 の論孜以外に も、木 曽川や長良川な どの流域調査 にもとついた

ものや 、民族学や民俗学の学問領域 か ら執筆 され た論孜が ある。 特に、後者 にっいては 「郡 上

郡粥川部落にお ける鰻 に関す る俗信 と トーテム」(『 各務時報』第37号 、1929年) 、 「峠の社会

的重要性 と美濃飛騨 の峠」(『 雷鳥』第2号 、1930年)、 「東北 ところどころ」(『 郷土科 学』第

15号 ～第17号 、1932年)、 「水無ケ原縁起」(岐阜 高農創立10周 年 記念 『各務時報』、1934年)、
「飲 食を強 いる慣習 のこと」(『 読売新聞』1935年1月18日) 、 「屋敷神 考」(『 民族学研 究』

第1巻 第2号 、1935年)、 「血縁 に関す る二つの方面」(東 京社会学会編 『社会学研究』1輯 、

1935年)、 「農村 に於 ける通婚地域に就 いて」(『(年 報)社 会学』第3輯 、1935年)、 「郷土史家

の不安」(『読売新聞』1936年1月15日) 、「オジ村の話」(『大阪朝 日新聞』1937年1月3日)、

「氏子集団の研究」(『(年 報) 社会学』第5輯 秋季号、1938年)、 「農村 における労力交換の

慣習」(『 富民』第11巻1～2号 、1939年)、 「社会人類学上 としてのエ ンブ リー氏 の 『スエ村』

と日本農村社 会学」(『 民族学研究』第6巻 第3号 、1940年)、 「宮座 につ いて」(『 帝国大学新

聞』第872号 、1941年10月)、 「美濃の 山村」(『 雷鳥』第3号 、1941年)な どで ある。柳 田民

俗学 ときわめて接近 していた ことがわか る。
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鈴木榮太郎は、 日本 民俗学の創 始者 の柳 田國男 との出会 いを次の よ うに語 っている。

 「柳 田先生の御葬儀 の時、青 山斎場の休憩 室で有賀喜左衛門君、喜多野精一君、大藤 時彦

君、関敬 吾君等 と一つのテーブル を囲んで先生の事な ど話 していた時、〈あん たは先生 には

何時頃か ら近づいて来たのか〉と云 ったのは有賀君 であった と思 う。〈た しか四谷あた りの古

い大 きな侍屋敷 に住んでい られた頃伺 った ことを記憶 している〉と云った ら、〈あの頃か ら知

っている人は も うそんなに多 くないだろ う〉と云った」5)。

 鈴木榮太郎は、岐阜高等農林学校教授に就任 した後に、草葉栄喜の懲愚と指導、奥田或、岡

村精次との交流によって農村社会学を始めるとともに、柳田國男を中心とす る民俗学に接近 し

ている。欧米の農村社会学の理論を学ぶ とともに社会調査を実施 しながら農村社会学を体系化

していった。また、エンブリーの 『スエ村』の書評のなかで 「社会人類学は私 らが日本農村社

会学の名において考えているものときわめて近縁なものである」6)と述べている。 これは、鈴

木榮太郎 と社会人類学 との出会いとも解釈することができる(第 皿期 「岐阜高等農林学校の時

期」)。

 鈴木榮太郎は、1942(昭 和17)年 に京城帝国大学助教授として朝鮮に赴任する。この経緯につ

いては、蔵内数太が 「若き時代の鈴木榮太郎」のなかで次のように語っている。

 「京城 の社会学の教授 は秋葉隆君であったが、夏の或 る日、当時福岡にいた私の宅に秋葉

君 がや って来て、 このたび社会学の助教授 が採用出来 ることになったので、人選 につ いて話

を聞いて欲 しい とい う。話 を してい る間に数名の名前が上ったが、彼 はっぎに岐阜 に立 ち寄

って鈴木君の意見を聞 くのだ とい って出て行 った。其後帰任の途中であったか、また私の と

ころに来 てい うには、岐阜 で鈴木君 と話 している と、突然 同君 よ りく秋葉 さん私 を採用 しま

せんか〉と言 い出 したので、余 り話が 旨す ぎて一寸不審 な気持 ちが したが 、ほん とうの意 向

であ り、そ こで願 ってもない結果 になった とい う。秋葉君に してみれ ば当時すでに農村社会

学の大家 であ った鈴木君 を京城 まで一助教授 と して招 くこ とは不可能であ る との前提で話

を していたので、驚 くや ら嬉 しいや らで、即座 に鈴木君 を迎えることに した とい うのである。

形 は 自薦 であるが、その ときの鈴木君の心塊 も私 には分か りす ぎる位 よく分った。 これ を伝

える ときの秋葉君の得意な 口調 は、福 岡南郊 の夏の さわや かな風 とともに、いま も私の脳 裡

に鮮 かによみが える」7)。

 鈴木榮太郎 の 「心境」がいかな るものであったのかは推測 になって しま うので述べ ないが、

京城 帝国大学では 「朝鮮農村社会瞥見記」(『 民族学研 究』第1巻 第1号 、1943年)、 「朝鮮の

農村社会集 団について」(朝 鮮総督府 『調査月報』第14巻 、第9、11、12号 、1943年)、 「朝鮮

の農村」(東 亜社会研 究会編 『東 亜社会研 究』第1輯 、1943年)、 「湖南農村調査野帳抜書」(『朝
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鮮』353号 、1944年10月)、 『朝鮮農村社会踏査記』(大 阪屋号書店 、1944年)な どをま とめて

いる。著作集 では 『朝鮮農村社会 の研究』 とい う題名 で収録 され ている。鈴木榮太郎は、「道」

「郡」 「面」 「里」「洞 」の行政地域 区分の最後 の最小単位 である 「洞」につ いて人類学的な意味

での機能主義的な視点か ら次のよ うに分析 している。

 「山神堂を共同維持崇敬する祭祀体を組織している事、自治的機関として洞中契を組織 し

ている事、共同奉仕作業や洞宴がある事、共同労働組織 としてツレを組織 している事、洞に

総有の財産がある事等によって、少なくとも屯山洞は一つの村落共同体を構成 している」

(『朝鮮農村社会瞥見記』)。

 朝鮮総督府 の行政再編成 によって、郡 も面 も旧来の ものが統合再編成 のなかで拡大 されて、

い くっ かの旧洞 を含んだ里が総督府 に とって行政単位 としてきわめて重要 であ り、日本式の 「部

落」 とい う呼称 で呼 ばれてい ることを発見 してい ることは、鈴木榮太郎 が 「自然村」の概念を

再認識 した とい う意味で も重要である。以下に引用するよ うに、ま さに朝鮮 は、シカ ゴ学派に

とって都市が 「実験室」であったよ うに、鈴木榮太郎 に とって農村 は 「研究室」であった。

 「この4月 か ら朝鮮に移 り住む事になった時、私はこれから自分の直接の研究事項をあれ

やこれや と考えたのであるが、それ らのいずれの問題に対 しても朝鮮の農村はもっとも多く

私の研究材料を蔵 しているところであると思った。私は必ず しも農村社会学とい うような形

で私のこれからの研究を統一 しようと思 うのではないのであるけれ ども、やは り農村が私に

はこれか らでももっとも親 しむべき研究室であるようである」(『 朝鮮農村社会瞥見記』)。

 鈴木榮太郎 は、1945(昭 和20)年11月 に敗戦で京城 を引揚 げて帰った時に、 リュ ックサ ック

のなかには 「特別 の本2冊 の外 に数冊の ノー ト(大正14年 以来書込んでいる 「旅行 日誌」3冊

と著書お よび論文 の 目録1冊)」8)を もっただけで蔵書な どの資料 をすべて失 った。鈴木は、京

城 か ら引揚げ後 に伊豆の山村 に生活す る 日々を過 ごす。1946(昭 和21)年 に東京帝国大学 よ り文

学博士の学位 を授与 され る。 その年 にGHQの 民間情報教育部(CIE)の 世論及び社会調査部

に勤務す る。戦前か ら調査経験 のある社会学、民俗学、人類学、地理学等の研 究者 がCIEに

結衆 した こと(喜 多野精 一、小 山隆、関敬 吾、竹 内利美な ど)、 また、アメ リカか らの新 しい学

問一特に、都市社 会学が直輸入 された ことは重要 である(第IV期 「京城帝国大学/CIEの 時期」)。

 鈴木榮太郎は、1947(昭 和22)年 に北海道大学法文学部教授 に就任す る。 「都 市社会学」 の特

別講義を開講iするのは1951(昭 和26)年 である。この時期 には 「『生活 白書』の構想」(『 総合開

発』 「北海道総合 開発 委員会事務局報」1952年)、 『北海 道における社会構…造の研究一社会地区

の設定』(北 海道総合 開発委員会事務局 、1953年)、 「都市社 会調査方法論序説」(『 都市問題』

第45巻 第5号 、1954年)、 「北海道だ よ り」(村 落社会研 究会編 『村落研究の成果 と課題』、1954
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年)、 「聚落社会の概念及 び都市の概 念」(『 北海道大学文学部紀要』第6号 、1957年 〉、 「都市

社会調査法 ノー ト」(笹 森秀雄 と共著(遺 稿)な どを発 表 してい る。 最終的に 『都市社会学原理』

(1957年)、 『都 市社会学原理 増補版』(1965年)と して体系化 され る(第V期 「北海道大学文学

部 の時期」)。 さらに、北海道大学文学部 を定年退職前後か ら 「国民社会学原理 」関係 の論文 を

準備 していた ことは よく知 られている(第VI期 「東洋 大学 の時期」)。

3.三 つの社会学原理一 「農村」「都市」「国民」

 社会学関係の論評では、鈴木榮太郎の 『日本農村社会学原理』『都市社会学原理』『国民社会

学原理ノー ト』が切 り離 されて論 じられることが多い。鈴木榮太郎の学譜でも分析 したように、

『日本農村社会学原理』は岐阜高等農林学校の時代に体系化 されたものである。京城帝国大学

法文学部の秋葉隆教授の招聰によって朝鮮半島の農村調査が実施され 『朝鮮村落社会の研究』

がまとめられ る。また、北海道大学文学部の時代には 『都市社会学原理』が体系化 される。 ど

ちらのモノグラフも 「農村」と 「都市」という限定詞を冠した 「社会学原理」であるが、「日本」

とい う地域限定詞を冠 しているかどうかに決定的な違いがある。 しか し、朝鮮半島を調査する

ことで、日本列島を越 えた『農村社会学原理』を希求したものと読みとることもできるだろう。

あるいは、社会学、民俗学、民族学 とい う超学問的な領域を希求したともいえるだろうか。

 富永健一は、「鈴木栄太郎の社会学理論」とい う論文のなかで、『日本農村社会学原理』と『都

市社会学原理』という二つの主著をとりあげて、「原理」とい う一般理論を指向する強い語彙を

表題にもちいていることに着目している(草稿だけに終わった第三の主著も 『国民社会学原理』

である。著作集では 『国民社会学原理ノー ト』)。富永は、鈴木榮太郎の学問が 「普遍的認識に

指向した命題定立的(命題のシステムがすなわち理論であるから 『命題定立的』と 『理論的』は

同義)な 性格のものである」と述べている。

 また、富永は、これ らの二つの主著をとりあげて、「農村」と 「都市」とい う領域指定がなさ

れているとともに、『日本農村社会学原理』には 「日本」とい う地域的限定がなされていること

に着 目している。鈴木榮太郎が 「農村」「都市」「国民」とい う領域指定を行 うことで、「具体的

に調査 し得るもの」に限定して、有賀喜左衛門の石神村調査のモノグラフとは異な り、異なっ

た地域からとらえた数個の農村や都市を調査対象 として、理念型 としての農村と都市に関する

モノグラフを創造 したと解釈 している9)。さらに、地域的限定については、鈴木榮太郎が 『日

本農村社会学原理』『都市社会学原理』の冒頭のなかで、次のように述べている。

 「日本農村社会学は、社会学上の研究ではあるが、それが日本だけに関するとい う意味に

おいて第一の限定があり、農村だけに関するという意味で第二の限定があり、また特に主と

して現時に中心をおいているとい う意味において第三の限定をしている。かくて日本農村社

会学は、現時の 日本農村における社会的事実に関する社会学的研究であるが、それは現時の

日本の農村生活の社会的側面の全般的 ・基礎的 ・組織的研究であるとい う意味において体系
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的である」(『 日本農村社 会学原理』)。

 「私の都市社会学の研 究が、国の内外 の先輩諸学者 に学ぶ ところが相 当に多か った事は当

然 であるけれ ども、 しか し私の研 究に最 も力 となったのは、私の教室 の助手 と学生達であっ

た。私の この研 究は、全 くそれ らの諸君 との協力 によって完成 したものであ る。私 の二人 の

助手笹森秀雄 君 と富川盛道君が、私の手 とな り足 とな り、私 自身が試み るよ りももっ と活発

に正確に調査 して くれ なか った ら、 この研究は とて も成 就できなかった ものであ る」(『 都

市社 会学原理』)。

 鈴木榮太郎の学問は、「農村」「都市」「国民」とい う領域を設定 して社会学原理を構築 しよう

とした。特に、国民社会学原理の構築は、第1期 「東京帝国大学の時期」か ら第V期 「北海道

大学文学部の時期」とい う循環のなかで、第1期 「東京帝国大学の時期」と第II期 「京都帝国

大学の時期」の原点にもどったと見ることができる。その最 も影響をあたえた同時代の社会学

者には高田保馬がいることは最初にとりあげたところであるが、それだけではないだろ う。

4.秋 葉隆 と泉靖一一 京城帝国大学の学問

 坪井 幸生 は、1936(昭 和11)年 に京城帝国大学法文学部法科 を卒業 しているが、当時の京城帝

国大学 には 「文科 には哲学科 の安倍能成、宮本和 吉、上野直昭、支那文学の藤i塚隣、辛 島尭、

国文学科の高木市之助 、麻生磯次、時枝誠 記 (中略) 法科 で も法理学(法 哲 学)の 尾高朝雄、

憲法の清宮四郎、 ローマ法の船 田享二、経済学の鈴木 武雄 な どの,,.. た々 る教授陣がいた」 と回

想 している(『 ある朝鮮総督府警察官僚の回想』草思社、2004年)。 この外 に も、京城 帝国大学

には鈴木榮太郎 を招聰す ることになる秋葉隆がいた。そ して、『朝鮮巫俗の研究』の秋葉 との共

著者 で もある宗教学の赤松智城 もいた。

 秋葉隆は、1921(大 正10)年 に東京帝国大学文学部本科(社 会学)を 卒業 してい るlo)。翌年に東

京社会学研 究会を蔵 内数太、田辺寿利 と発足 させ た ことはすでに述べた。1924(大 正13)年 に大

学院 を退学 して、発足間 もない京城帝 国大学予科講師に就任す る。 同年 より社会学 と民族学を

学ぶために、フランス、 ドイツ、イギ リス、アメ リカに留学 した。特 に、 ロン ドン大学に留学

中にマ リノフスキーの影 響を受 けた。秋葉隆の末弟子 にあた る村武精一は、秋葉隆の炉辺談議

を次 のよ うに述べてい る。

 「先生 が ヨー ロ ッパに留学 された とき(大 正13年 か ら大正15年 にかけて)、 ロン ドンのブ

リティ ッシュ ・ミュー ジアムで しば しば調べ もの をされ た先生は、博物館内の研 究者 用特別

室でいっ も早 くか ら遅 くまで熱心に読書 に励んでいるひ とりの学者 を発見 した。 いっ訪ねて

も同 じ場所 、同 じ姿勢、同 じ雰囲気 であった。その人がB・ マ リノフスキー教授 であった。

先生がマ リノフスキー教授に直接 問われてみ ると、 トロブ リアン ド諸島にお いて蒐集 した調
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査資料の分析のために、ひたす らいろいろな分野、周辺諸科学の理論を学び検討 してい ると

のこ とで あった」ll)。

 マ リノフスキー の 『西太平洋 の遠洋航海者』12)が出版 され たのが1922年 であるか ら、秋葉隆

が ロン ドン大学 に行 ったのはその直後 とい うことになる。 ここでは、秋葉 隆の業績 について記

述す ることが趣 旨ではない。 京城帝 国大学 には鈴木 榮太郎 とも調査をす るこ とになる泉靖一 と

い う文化人類学徒 が誕生す ることになる意味であ る。 あるいは、京城 帝国大学 とい う植 民地に

設置 され た帝 国大学の意味である。京城帝国大学予科 に入学 した泉靖 一は竹 中要教授た ちと予

科 スキー 山岳会 を設立 させ るが、泉靖一は 「孤立 と後進性の悲哀 」(梅 樟忠夫)1'3)を味わ うこと

になる。 それ は、1934(昭 和9)年 の終わ りか ら翌年 のは じめにかけての、今西錦 司博士を隊長

とす る、京都帝国大学の冬期 白頭 山遠征隊の来訪 である。つま り、内地の学生 山岳連盟の水 準

と比較 した京城帝国大学の後進性で ある。 さらに、これは泉たちの済州島での遭難 が決定的な

もの となった。

 「私 はただぼんや りと国文学科 に席をおいて、山にばか り登 っていたが、それ か らさき、

まえのよ うな立場でお こなえる学問を したい(中 略)ち ょ うどそ のころ、京城帝 国大学 の宗教

学 ・社会学研 究室の赤松智城 ・秋葉隆の両先生が、朝鮮 のシャーマニズム巫俗 の実態調査に

よる研究 をお こなっていた(中 略)私 は秋葉先生 を訪ねて、社会学 を専攻 したい と、お願い し

てみた。京城 帝国大学 の法文学部では、まだその ころ社会学は独立の学科 ではな く、倫理学

科の うちの1コ ースにすぎなか った。 開講iして10年 もた っていたが、専攻 の学生は一人 も

いなかった。秋葉先生 は、私がたまた ま済州島で遭難 したので、済州 島の巫俗 に興味 をもっ

て、社会学を専攻 しよ うとしているので はないか と、思われた よ うだ。 それ もあた りまえの

ことで、事 実はた しか に先生の心配 にちかかったのである。

 先生 は、マ リノフスキーの 『西太平洋 の遠洋航海者』を貸 して くだ さって、〈こんなの こと

を一生や るの です よ。だが、就職 口はほ とん どないで しょ う。 いいですか?〉とつけ加 え られ

た。私 は、分厚い英語の本 をもって、家に帰 った。お もてにでる と、狭い京城の 日本人社会

のこ とだか ら、済州島での遭難 については、だれで も知っていた。そ して、ま るで心中のか

たわれ をみ るよ うな視線 が、私の背後を迫 った。私は家に閉 じこもって、 この本 を読みふ け

ったが、西太平洋の原住 民の生活に、あや しいまでにひきつ け られた。 も し、私 にお な じよ

うな機会があたえ られ た ら、 ど うしよ う    そんな幻想 にも とらわれ た。 済州 島の人

び との生活を、こんな角度か ら描 きだす ことができれ ば、素晴 らしいにちがいない。それ に、

野外調査を方法 とす る学問は、文献にひ きず りまわ され る学問 にく らべ ると、性 に合 ってい

るよ うだ。 山登 りと、両立す るか らである。

 秋葉先生をふ たたびお訪ね して、私 は素直 に自分の考えを述べた。先生は、10年 ぶ りで よ

うや く弟子ができそ うですね と、よろこん で、社会学 を専攻す ることを許 して くだ さった」
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 1938(昭 和13)年 に 「済州島一 その社会人類学的研 究」 とい う卒業論文 をま とめてい る。泉靖
一 は

、卒業論文の審査が終 わ り、京城 帝国大学法文学部の助 手に就職す る。 当時、助手 か ら講

師や助教授に昇進 した京城帝国大学の卒業生 はいなか ったが、泉靖一は京城 帝国大学蒙彊学術

調査隊に参加す る(当 時の 山岳部長 は尾高朝雄教授)。1939年 か ら41年 まで、軍隊 に入隊 し、

本籍のあ る北海道 の旭川 と満州を往復す ることが多 くな り、スキー部隊の教官 とな り、陸軍少

尉 となっている。1941(昭 和16)年5月 、大連で井関貴美子 と結婚 、旭川に住むが、10月 に除隊

して京城 に帰 り、京城帝国大学理工学部助手 に復職 す る15)。泉靖一は 「大学は社会の変化 に敏

感 ではな く、万事テ ンポがずれ ていた し、 こんにち もなおそのほ うがいい と考えているひ とも

す くな くない」 と回想 している。 日本内地では大政翼賛会が組織 され るよ うになったが、朝鮮

ではそれ をモデル として国民総力連盟が組織 され るよ うになった。 この よ うな時代 に鈴木榮太

郎 も大学版 の総力連盟 を組織 して秋葉隆 、泉靖一 とともに調査研 究に従事す ることになる。

 「私は(こ ちらに来て日も浅く家庭や大学での生活 も)まだそんな落ちつきが充分にできて

いない うちに第1回 目の調査に出かける必要に迫 られた。それは城大の総力連盟研究班でこ

の夏休みに学生40名 が参加 して南部朝鮮群山郊外の不二農場附近の農村生活を、医学や法

律学や経済学や社会学の方面か ら調査研究する事にな り、その社会学的調査研究の予備調査

に秋葉教授 と私 とそれに研究班のマネージャー格である学生主事補の泉靖一君 と三人が出

かける事になった。秋葉教授は出発直前に都合が生 じて行けなくなられたので、けっきょく

私と泉靖一君と二人で出かけた」is)。

 泉靖一の 『遥か な山やま』(新 潮社 、1971年)に は鈴木榮太郎の名 はでてこないが、秋葉隆の

巫俗の調査方法 とは違 うものを鈴木榮太郎か ら学んだ ことであろ う。 その後 、泉は大興安嶺の

オロチ ョンを調査す る。

 「オ ロチ ョン族 の調査 を終って京城 に帰 ると、 さっそ く報告書をま とめてみた。 い うまで

もな く、秋葉先生の指導に よるものである。 先生 は私 の報告を聞いていて、やがて一枚 の原

稿 用紙 をわた された。 そ こに、これか ら書 こうとしてい る報告書の 目次が書かれ ていた。そ

れ だけである。 しか し、 この一枚の原稿用紙 をにらみなが ら、私な りに報告書 を書 きあげた

ときは うれ しか った。 写真帖 をそ えて秋葉先生 に報告書を渡す と、気 が晴れ ばれ して、澄み

きった秋の空の したを走ってみた。 い うまで もな く、 この報告書が印刷 され るとは夢に も思

っていなかった。秋葉先生 に読んでいただければ、それ でよかったのである。

 ところが、そ こに、ほん と うの福 の神がまい こんできた。故渋沢敬三 さんが、多島海 の調

査ののち、同行 の人び とともに京城 にきて、私たちの研究室を訪ねて こ られた。 た しか、麻
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の服 に、 白いパナマ帽 をかぶ っていたよ うに記憶 している。秋葉先生に紹介 され た とき、渋

沢敬 三 さんがなに ものであるかを、私 は知 らなかった。 〈ち ょうど興安嶺 か ら帰って きたば

か りで、報告 書ができあがった ところです〉といって、私 の報告 書を秋葉先 生が渋沢 さんに

示 した。渋沢 さんは、百枚ばか りの原稿 をひ ろい読み、写真帖 をくっていたが、やがて、次

のよ うにいわれた ことを、生なま しく記憶 してい る。  これを 『民族学研究』 にのせま し

ょう。そ っく り、そのままがいい」17)。

 「大興安嶺東南部オ ロチ ョン族 踏査報告」が学会機 関誌の 『民族 学研 究』(第3巻 第1号 、

1937(昭 和12)年)に 掲載 され るのである。

 「その ころの京城は、 日本 の末端であったので、 自主的に物 を考 え評価す る精神 が、学者

や 知識人 に欠 けていた。 したが って、す べて東京での評価 が、す るどく京城 にはねかえって

きていたの である。中央の学会誌に堂々 と論文が掲載 され たた めに、 ぐ うた ら学生 の典型 と

み られ ていた私 に対する評価が しだいに変 って きた。 そのこ とは、た しかに私 の一生の うえ

で、大 きな意味 をもっていた。 生れ変 ったよ うに勉強 もし、調査に もでかけた」is)。

 京城帝国大学は、 日本内地とは遠 くへだたった周縁にある植民地に形成された大学であり、

学問においても帝国のなかの後進性にあったことは否めない。 しかし、泉靖一の渋沢敬三との

出会いは、助手から講師、助教授になった先例はないとい う京城帝国大学どころか、東京大学

に文化人類学学科の創設につながるのである。これは大英帝国の辺境からオックスブリッジの

教授に就任 した人類学者 とも類似 している。植民地のなかの帝国大学にはもうひ とつ台北帝国

大学があるが泉靖一と同様に戦後の人類学界の重鎮となる馬渕東一がいる19)。そ して、京都帝

国大学の今西錦司博士を隊長とする白頭山遠征隊や大興安嶺調査隊から梅樟忠夫、富川盛道、

和崎洋一とい う若い人類学者も同時代的に 「辺境」の地で調査に従事 していたのである。鈴木

榮太郎にもどすが、泉靖一が鈴木から学んだことは、敗戦でフィール ドを失った泉靖一が奈良

県の十津川村 とその分村である北海道の新十津川村でおこなった調査であるだろ う。泉はこの

調査で蒲生正男 とい う人類学者を育てることになる。

5.鈴 木榮太郎の フロンティア精神

 鈴木榮太郎が、北海道大学法文学部に赴任 したのは1947(昭 和22)年 である。鈴木 は 「北海道

だよ り」のなかで次の ように語 っている。

 「私は、北海道に来てまもなく病気に罹 り、また研究上の関心がいちじるしく都市の研究

に向っていったのではありますが、しかし、私が北大に来た一つの大きな理由は北海道の農

村をよく調べてみたいためでありました。北海道の都市計画の景観や、家屋の様式やそれに
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農家 の農 具や作物 の品種等がア メ リカに よく似て いる事 は一般に よく知 られ てい る事で あ

ります が、北海道の農村の社会構造がア メ リカのそれ ともっともよく似 てい る事は、内地 の

人にはあま り知 られて いないのではないか と思い ます」(村 落社会研 究会編 『村 落研 究の成

果 と課題』1954(昭 和29)年 、『鈴木榮太郎著作集 皿 家族 と民俗』未来社 、1971年 、p.323)。

 鈴木榮太郎は、北海道 とい う近代 日本の国家形成のなかで創 られた植民地の農村社会学原理

を探求しようとする意図があったように思われる。つまり、日本内地の農村、朝鮮の農村、そ

して北海道の農村 との比較とい う視点をとお して日本農村社会学原理を体系化 しようとい う意

図である。つまり、植民地支配の過程のなかで少数民族の後背地化 と日本内地の殖民の定着化

がどのように北海道の農村の集団編成過程をたどったのかを探求することである。 しか し、鈴

木榮太郎は大病に罹 り農村の実態調査に従事することはできなかった。だが、札幌 とい うかっ

ての植民地都市を舞台に、都市とはどのように形成 されるのかとい う峰が見えてきたはずであ

る。っまり、都市社会学原理の探求である。塚本哲人は、『国民社会学原理ノー ト(遺稿)』 の巻

頭にも掲げられている和歌一首 「学業の一つの峰を今越えぬ行手に見ゆる峰は数なし」を引用

しながら、次のように回想 している。

 「昭和32年12月 、暮れ もお しつまってか ら、病魔 と闘いなが らの札幌10年 の研 究生活 で

もの され た 『都市社会学原理』初版第1刷 が発行 され た。そ してその数冊が年内に博 士の手

元に とどいた。私事にわたって恐縮であ るが、昭和33年 の元旦、年賀に参上 した筆者 にも

そ の一冊 を恵与 され る折 、右 の一首を色紙 に したた められ 、あわせて下 され たのである。粉

雪の舞 う寒い 日であったが、博士の書斎 にはス トーブが真 っ赤 に燃 えていた。心の こもった

豪勢な正月料理 がな らんだテーブル のまわ りには、和洋の都市社会学研究書が うず 高 く積 ま

れ たままであったのが、今に印象鮮烈で ある」20)。

 『都市社会学原理』を上梓 したときに鈴木榮太郎は、東京帝国大学及び京都帝国大学での主

題でもあった国家社会学原理とい う峰々が見えてきたのではないか。それは 「日本」とい う国

家の統治機構 と統治支配のメカニズムを探求 しようとするものである。

 ところで、鈴木榮太郎には、北海道大学文学部の弟子のなかでも、鈴木門下の双壁 とされる

笹森秀雄 と富川盛道がいる。布施鉄治、藤木三千人 とともに著作集を編集 した弟子たちである。

笹森秀雄は、都市の社会関係、住民組織、開発、住民運動などを研究対象とする鈴木榮太郎の

都市社会学の後継者 となった。もうひとりの弟子である富川盛道は、鈴木のフロンティア精神

を継承する後継者である。

 富川盛道 は、1923(大 正12)年 に沖縄 に生 まれ た。母 は琉球王朝の王族の系譜に連 なる とい う。

京都一中を卒業後、1948(昭 和23)年 に大阪高等医学専門学校を卒業する。この期間、今西錦司

博士を隊長とする大興安嶺探検隊に参加する。後のアフリカ学術調査の中核 となる梅樟忠夫、
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和崎洋一た ち との共同調査 である。1948年 に北海道大学法文学部哲学科実験心理学専攻に入 学

す る。アイヌ調査 のためであった。1952(昭 和27)年 、知里真志保博士の もとで、文学部アイ ヌ

語アイヌ文学研 究室の助手 とな り、1953年 には鈴木榮太郎がいた社会学研究室の助手 となった
zi>
。 米山俊直 とともに都 市人類学の創 始者 とな る日野舜也 は、富川盛道 との出会 いを次 のよ う

に語ってい る。

 「映画少年 くずれで行 き先を失 い、鈴木榮太郎 先生 のご好意で社会学 に受 け入れ られたわた

しが、生涯の師である富川 さんに出会 ったのは、56年 の冬の ことであった。深夜3時 過 ぎ、友

人 とふ た りで飲み明か し、北大 の脇 を歩いている とき、た った一っあか りがついていた富川 さ

んの助手室の ドア をたたいたのが、最初の出会 いだった。 来週 日高のアイヌの フィール ドワー

クにゆ くのだが、手伝 いに来 ないか と誘 って くれたのが、わた くしの一生を きめたのだった」

zz)
0

 富川盛道 は、アイヌ調査 とともに今西錦 司たち と遠野の共 同調査 を行っている23)。 また、鈴

木榮太郎の もとでは都市社会学の調査 も同時に進行 していた。 日野舜也 は、その 当時の都 市調

査の様子 を次 のよ うに回想 している。

 「(富川 さん は)社 会学研 究室 の助手 として、当時、『都 市社会学原理』をご準備 され ていた

鈴木榮太郎先生の、資料収集のためのフ ィール ドワー クを、笹森秀雄 さん、布施鉄治 さんな

どとご一緒に精力的に行 っていた。 わた しも、その下っ端 として、お風 呂屋や映画館の まえ

で来客の住所調査を した り、家々をまわって買い物 先を尋ねた り、のちの都市調査の基礎 を

まなんだのであった」29)。

 これが どの よ うな調査であったのかは鈴木榮太郎の 『都 市社会学原理』を読めばわかるだろ

う。富川盛道は、北海道 大学文化人類学協会、北海道大学社 会心理学研 究会、アジア ・アフ リ

カ地域研 究室な どの共同研究会 を発足 させ た。富川盛道 ・布施鉄治 ・日野舜也 『都 市人 と映画』

(北海 道大学社 会心理学研究会報告No.1)(札 幌映画協会、1957年)、 富川盛道 ・布施鉄治 ・日

野舜也 ・富 田浩造 ・和田正平25)・ 和田耕一 『都市人の映画行動 とテ レビ行動』(北 海道 大学社

会心理学研究会報告No.2)(札 幌映画協会、1960年)な どを発表 してい る。 また、1960年 の根

訓原野雪上車調査隊は梅樟 忠夫た ち京都 大学探検部 との共同演 習でもあった。 その年 に、今西

錦 司博士 を隊長 とす る 「京都大学ア フ リカ類 人猿調査隊」が組織 されて、富川盛道 は人類班 の

班長 と してア フ リカに旅 立つ ことにな る。札幌が 日本列島の新 しい都市であった よ うに、アフ

リカが独立 をとげて新 しい都市が誕生 しよ うとしてい る時である。後に、京都 大学 アフ リカ学

術調査に参加 した 日野 舜也、米山俊 直が都市人類学を構…想す ることになる。

 富川盛道の 「サバ ンナの木」 とい うエ ッセイは次のよ うな言葉 では じまる26)。
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山 と山 とはめ ぐ りあわないが

人 と人 とはめ ぐ りあ う

 これ はタンザニアの ダ トーガ牧畜民のことばであ るが、鈴木榮太郎に とって、壱岐、対馬 、
東京 、京都、岐阜、京城、札幌 、東京 とい う足跡 は、山 との出会いであ り、人 との出会いであ

った よ うに思われ る。鈴木榮太郎 は、「辺境」の位座か ら、社会学原理 を構築す ることになった。

〔追記〕地名等については原則 として鈴木榮太郎の執筆時の呼称にしたがっている
。

 【註】

1)鈴 木 榮太 郎 の年 譜 と業 績 に つ い て は 、三 浦 直 子 「鈴木 栄 太 郎 1894-1966」 川 合 隆 男 ・竹 村英 樹 編 『近

 代 日本 社 会 学 小 伝一 書 誌 的 考 察』(勤 草 書 房 、1998年 、pp.369・376)、 眞 鍋 知 子 「鈴 木 栄 太 郎 の学 問的

 世 界一 『都 市 社 会 学 原 理 』 を 中心 と して」(『奈 良女 子 大 学 社 会 学 論集 』 第5号(1998):182-192)が 参 考

 に な る。

  また、鈴木榮太郎と同じ壱岐出身の日高六郎の 「鈴木先生のなかの壱岐」(『鈴木榮太郎著作集 第

 4巻 農村社会の研究 月報4』 未来社、1970年)に よると、榮太郎は郷ノ浦町の旧家今西家に生まれ、

 同郷の山口麻太郎(柳田門下)とは毎年の年賀状を欠かさなかったとい う。壱岐には中学校がないので、

 対馬の厳原中学で学ぶが、厳原は当時船便の時間からいえば下関よりも釜山が近かった。牧野巽は 「著

 者の朝鮮に関する知識や興味は朝鮮赴任前から恐らく一般の 日本人とは異なっていたであろう」と述べ

 ている(「朝鮮の自然村を中心として」『鈴木榮太郎著作集V 朝鮮農村社会の研究』未来社、1973年 、

 p.501)。 意 味 の あ る言 葉 で あ る。

2)『 日本 社 会 学 院 年 報』 総 目録(第1年 ～ 第10年)(1914(大 正3)年 ・1923(大 正12)年)に つ いて は
、 川 合 隆

 男 編 『近 代 日本 社 会調 査 史(II)』(慶 磨 通 信 、1991年)の 「付 録 」 を参 照 され た い。

3)岡 正雄は、当時の東京帝国大学文学部の社会学科について 「当時の先生方は建部教授
、今井助教授、

 綿貫講獅 、小野講師などで、助手に赤神 さん。先生方の講義は、率直にいっておもしろくなかった」と

 感想を述べている。続けて 「私が社会学の方々と接触するようになったのは、卒業論文を書いてからの

 ことだった。大正13年 ではなかったかと思 うが、先輩の蔵内、田辺、秋葉、鈴木君たちが中心となっ

 て、東京社会学研究会というものが発足し、私は先輩のどなたかから誘われてこのサークルに入れても
らっ た・(中 略)私 は この会 の 例 会 で ・多 分 田辺 さん にす す め られ て

、マ リ ノフ ス キー のA,g。n。ut,。f

 the Western Pacificの 特 に そ のkula交 換 貿 易エ キ スペ デ ィシ ョン の紹 介 報 告 を させ られ た こ とを 覚 え

 て い る。従来 の研 究 室 の 空 気 で こ う した テ ー マ な ど問 題 にな らな か っ た と思 う。 この 頃 か ら従 来 の観 念

的社会学の傾向にあきたらず、実証主義的研究が台頭 してきたのではないか、そ してこの新しい動向の

 温床が東京社会学研究会ではなかったかと考えられる」と述懐 している(岡正雄 「東京社会学研究会の
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 頃 」『鈴 木 榮 太 郎 著作 集 第8巻 国民 社 会 学 原 理 ノー ト 月 報7』(未 来 社 、1975年)。

  竹 内利 美 は 、東 北 大 学 在 任 中 に 田辺 寿 利 か ら東京 社 会 学 研 究 会創 立 の内 幕 話 を聞 きだ して い る。

   「そ の ころ の大 学 ア カ デ ミズ ム と して の社 会学 の在 り方 に 大 い な る憤 葱 を 抱 き 、そ の沈 滞 を打 ち破 る

  べ く、気 鋭 の 士 を糾 合 して 、鮮 新 な研 究 方 法 をひ ろ く導入 しよ う とい うこ とで 、期 せ ず して そ こ で

  は新 しい実 証 精神 の昂 揚 とい う点 が 強調 され た とい うこ とで あ った。 そ してく蔵 内 が ドイ ツ 、鈴 木 が

  イ ギ リス、 ア メ リカ、 そ して 自分 は フ ラ ン ス とい う分担 が 、暗 黙 の うち に約 束 され た の だ〉と、故 田

  辺 先 生 は よ く冗 談 ま じ りにい わ れ 、博 士 がル プ レー学 派 や ア メ リカ農 村 社 会 学 の 研 究 方 法 に学 び な

  が ら、 独 自の視 角 に よ る現 地調 査 の実 践 を重 ね て 、 「原 理 」 の 完成 に到 達 した次 第 を、 い つ も引 き合

  い に出 して 話 に 「落 ち」 をつ け られ た こ とを 、蔵 内博 士 の追 憶 に あわ せ て 、 筆 者 は思 いお こす の で

  あ る」(竹 内利 美 「探 求 の道 程一 『日本 農 村社 会 学 原 理 』 の完成 ま で」『鈴 木 榮 太 郎 著 作集 皿 家 族 と

  民俗 』 未 来 社 、1971年 、p.341)。

4)蔵 内 数 太 「若 き時 代 の 鈴 木 榮太 郎 」 『鈴木 榮 太 郎 著 作集 第4巻 農 村 社 会 の研 究 月 報4』 未 来 社 、

 1970年 。

5)鈴 木 榮 太 郎 「柳 田国 男 先 生 の思 い 出 」『定 本柳 田 国男 集 月 報』1963年(『 鈴 木 榮 太郎 著 作 集m 家 族

 と民俗 』未 来 社 、1971年 所 収)。柳 田国 男 が 東京 の牛 込 区加 賀 町 の 旧居 か ら市 外 の砧 村 喜 多見(現 在 の 成

 城)に 移 った の は1927(昭 和2)年 で あ る とい う(竹内 利 美 「探 求 の道 程一 『日本 農 村 社 会 学 原 理 』 の 完成

 ま で」 『鈴 木 榮 太 郎 著 作 集m 家 族 と民 俗 』未 来社 、1971年 、p.343)。

6)鈴 木 榮 太 郎 「社 会 人 類 学 上 の研 究 と して の エ ンブ リー 氏 の 『ス エ村 』 と 日本 農村 社 会 学 」(『 鈴 木 榮太

 郎 著 作 集 皿 家 族 と民 俗 』 未 来社 、1971年 所 収)。 鈴 木 榮 太郎 はエ ンブ リー の 須 江村 調 査 を援 助 して い

 る。 なお 、 エ ンブ リー は ラ ドク リフ=ブ ラ ウン の愛 弟 子 で あ る。

7)蔵 内 数 太 、 前 掲 書 、p.2。

8)鈴 木 榮太 郎 「わ が 国農 村 社 会 学 の 回顧 と展 望 」(『 喜 多 野博 士記 念 論 文集 』1965年)(『 鈴 木榮 太 郎 著 作

 集IV 農 村 社 会 の研 究 』 未 来社 、1970年 所 収)。

9)富 永 健 一 「鈴 木 栄 太 郎 の 社 会 学理 論 」『現代 社 会 学 研 究 』(北海 道 社 会 学 会)第2号 、1989年 、pp.1・26。

 ま た 、 富永 健 一 『戦 後 日本 の社 会 学一 一 つ の 同 時代 学 史 』(東 京 大 学 出版 会 、2004年)を 参照 され た い。

10)伊 藤 亜 人 「秋 葉 隆 一 朝 鮮 の社 会 と民俗 研 究 」 綾 部恒 雄 編 『文 化 人 類 学 群像 3 日本 編 』 ア カデ ミア

 出版 会 、1988年 。

11)村 武 精 一 「末弟 子 か らみ た く秋 葉 隆〉」 『社 会 人 類 学 年 報』Vbl.3(1977)、 pp.182・183。

12)Bronislaw Malinowski, Argonauts of the Western Pacifrc, New 『Ybrk:E.PDutton &

 Company,lnc/London:Routledge&Kegan Paul Ltd,1922.ま た 、 泉靖 一 「マ リノ フス キ ー と レ ヴィ=ス

 トロー スー 人 間 の 科 学 と しての 文 化 人類 学 」(『 世 界 の名 著 59 マ リノ フ ス キー!レ ヴィ=ス トロー ス』

 中央 公 論 社 、1967年)を 参照 され た い。

13)梅 樟 忠 夫 「泉 靖 一 に お け る 山 と探検 」 泉 靖 一 『遥 か な 山や ま』 新 潮社 、1971年 。

14)泉 靖 一 『遥 か な 山や ま』 新 潮 社 、1971年 、pp.79・80。

15)大 貫 良 夫 「泉 靖 一一 日本 ア ンデ ス学 の創 始 者 」 綾 部 恒 雄 編 『文化 人 類 学 群 像 3 日本編 』 ア カデ ミ
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 ア 出版 会 、1988年 。

16)鈴 木 榮 太郎 「朝 鮮 農 村社 会 瞥 見 記 」『民 族 学研 究』 第1巻 第1号 、1933年(『 鈴 木 榮 太 郎 著作 集V 朝

 鮮 農 村 社 会 の研 究 』 未来 社 、1973年 所 収)。

17)泉 靖 一一 『遥 か な 山や ま』 新 潮 社 、1971年 、pp.107・108。

18)前 掲 書 、p.108。

19)京 城 帝 国 大 学(1924年 設 立)と 台 北 帝 国 大 学(1928年 設 立)に つ い て は 、白永 瑞(趙 慶 喜 訳)「 想 像 の な か

 の差 異 、構造 の な か の 同 一一 京 城 帝 国 大学 と台 北 帝 国 大 学 の比 較 か らみ る植 民地 近 代 性 」(『 現代 思想 』

 第30巻 第2号 、2002年)を 参 照 され た い 。 ま た 、サ 健 次 「植 民 地 日本 人 の 精 神構1造一 「帝 国 意 識 」 と

 は 何 か 」(『 思 想 』 第778号 、1989年)は 、 朝鮮 お よび 満 州 に 暮 ら した 日本 人植 民者 を と りあげ て 、 そ
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